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＜参考例２ ＞

  食物アレルギーに関するマニュアル作成の例（ 法人保育園の食物アレルギーマニュ

アルの作成の際の実践例）  

（ NPO法人保育の安全研究・ 教育センター提供）  

例１： 調理途中の工程で除去食を取り分ける時は、 声に出して確認する。

→ （ アドバイザーコメント ）  

「 声に出して確認する」 とは、 どうやって？  一人で？ 

→ （ 修正後）  

調理途中の工程で除去食を取り分ける時は、調理している人が、他の

２ 人に声に出して知らせる。他の2名は取り分けたことを目で見て確認

し復唱する。  

例２： おかわり時。カウンターに置き（ 蓋をつけ、食品が混ざらないように） 大人

が入れる。アレルギー対応のおかわりは、配膳時と同じ色のお盆に乗せ、お皿

○ ○ △ △にラップをかけ、 名前を記入。「 く んの （ 献立） のおかわり、 もらい

ます」 と声をかけ、 給食職員から職員へ手渡し。  

→ （ アドバイザーコメント ）  

どこへ置く ？ 手渡し時には声をかけるだけ？ 返事は要らない？ 

→ （ 修正後）  

おかわりを配膳時と同じお盆に乗せ（ アレルギーの子どもの名前とそ

の子どものト レイの色がここに書いてある）、 お皿にラップをかけ、 名

前を記入してカウンターの南側に置く 。他のおかわりは、食品が混ざら

ないように蓋をつけ、 カウンターの北側に置き、 おとなが入れる。  

○ ○ △ △ ○ ○ △ △「 く んの のおかわり、 もらいにきました」「 く んの

○ ○ △ △のおかわりはこれです。」「 はい、 く んの のおかわりはこれです

ね」 と職員が給食職員に声をかけ手渡しをする。  

例３： 献立表どおり作る。もし変更した場合は、その日の給食閲覧メッセージカー

ドに変更を記入し、 保護者にもわかるようにする。  

→ （ アドバイザーコメント ）  

「 変更しない」 と言ったら徹底する。「 変更するな」 と言っておいて

「 もし変更したら」 では、 ルールにならない。  

→ （ 変更後）  

献立どおりに作る。  

発注者側のミ スで違うものが届いた時などで変更せざるを得ない場

合は、その日の給食閲覧メッセージカードに変更を記入し、保護者にも

わかるようにし、口頭でも変更部分を保護者に伝える（ 変更の基準を明

確化）



- 28 - 

①＜参考例３ －１－ ＞ 

日常的な点検 

「 上尾市立保育所危機対応要領（ 上尾市作成）」 P15 

３ . 保育中の安全管理について 

３ ） 日常の安全点検

保育所は、日頃から保育環境の整備を行い、児童が安全に遊べるよう常に努

めなければならない。そこで、環境への細かい配慮をした上で、あらかじめ点

検項目を明確にしておき、全職員で分担して、安全点検チェックリスト をもと

に定期的に点検を実施する。 リスクマネジャーは点検結果を集約・ 整理して、

所長及び担当職員と不適項目について協議し、改善に努め、またその結果を職

員に周知して、 情報の共有化を図る。   

① 点検項目  

チェックリスト   点検頻度  点検者  承認者  資料管理 

ａ
施設内設備・ 環境上

の点検事項  
月１回 

各職員 

（ 分担）  

リスク 

マネジャー 

→ 所長  

リスク 

マネジャー 
ｂ

固定遊具の安全点検

事項 

②   点検の方法  

保育所は、年度当初にリスクマネジャーが中心となって、チェックリスト

の各項目に、 各保育所の特徴を加えた点検表を作成し、 点検を行う。（ 全

職員が係われるように配慮する。）   

↓  

リスクマネジャーが点検の実施及び管理を担当し、各点検項目においての

不適事項については、リスクマネジャーを中心に所長及び点検者等と協議

して改善を行う。   

↓  

リスクマネジャーは、各点検項目の不適事項、改善事項を集約し、ヒヤリ・

ハット マップ等の修正等を行うとともに、職員会議等により職員に周知す

ることで、 情報の共有化を図る。   
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＜参考例３ －１－② ＞ 

日常的な点検 

「 家庭的保育の安全ガイドライン（ NPO法人家庭的保育全国連絡協議会作成）」 P７  

８ 記録の重要性

・ 家庭的保育者の安全管理に対する取り組みが実際に行われていることを証明す

るのは文書です。さまざまな取り組みを文書化（ 記録に残す）することにより、

他の人にどういう取り組みをしているかという ことを知ってもらう ことがで

きます。  

・ 計画、 対応マニュアル、 記録、 報告などを作成し、 保存しておく ことにより、

保育補助者や家庭的保育支援者などと情報を共有することができます。 また、

保護者にもどのように保育を進めているか、知ってもらうための資料となりま

す。  

・ 子どもの健康観察チェック表や連絡帳の写しを保存することは、平常時からの

子どもの様子を把握するためにも役立ちます。特に問題なく 一日を終えた日の

記録を保存しておく ことで、どういう保育や安全管理をしているかを示す資料

とすることもできます。  

・ また、 報告を書く ことは自分自身の保育や取り組みを振り返るためにも役立

ちます。うまく いかなかった場合はどういうところに問題があったか、どうい

う対応が取れるかを考え、保育内容や安全対策を改善していく ことにつなげて

いきましょう。  



- 30 - 

①＜参考例３ －２－ ＞

保育中の安全管理について 

「 上尾市立保育所危機対応要領（ 上尾市作成）」 P16

３   保育中の安全管理について 

４ ） 年齢別のチェック項目

児童は、発達により行動パターンが大きく 異なる。そこで、保育士は児童の

年齢に応じた特徴、発達状態、動静など常に実態をよく 把握し、その個人差に

応じた安全指導を行い、各クラスの保育・ 指導計画に基づいて安全管理に対す

るチェック項目を明確にし、 毎月確認を行う。   

（ 点検項目）  

チェックリスト   点検頻度  点検者  承認者  資料管理 

年齢別事故防止

チェックリスト   
月１回以上  担任 

リスクマネジャー 

→ 所長

リスク 

マネジャー  

  （ 点検の方法）  

担任保育士は、 年度当初に、 各年齢における児童の特徴を捉えたうえで、

保育・ 指導計画を実施する中で予想されるリスクについてのチェックリス

ト を作成し、 点検を行う。   

↓  

担任は、点検を実施し、その結果をリスクマネジャーに報告する。各点検

項目においての不適事項については、リスクマネジャー及び所長と協議し

て改善を行う。   

↓  

リスクマネジャーは、各点検項目の不適事項、改善事項を集約し、ヒヤリ・

ハット マップ等の修正等を行うとともに、職員会議等により職員への周知

を行う。また、必要に応じて所長またはリスクマネジャーが、担当への適

切な指導を行う。   
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②＜参考例３ －２－ ＞

保育中の安全管理について   

「 安全保育（ 三鷹市作成）」 P26～28 

２   保育環境

（ １） 安全な環境

日頃から環境整備を行うことは勿論であるが、危険と思われる個所は、適宜

対策を講じる必要がある。子どもの年齢や発達を踏まえて、保育環境を整備し

安全に遊べるように努める。  

ア  室内の安全 

①   出入り口 

・ 災害時の避難口、避難経路が確保されているか、常に意識する。非常口

の近辺には物を置かない。  

・ ドアの開閉に気をつける。開閉の際は子どもがドアに手や身体をつけて

いないか、 戸袋付近にいないかを注意確認する。   

・ 必要なときに施錠されているか、不審者の侵入に対し防御の用意はある

か点検する。   

②   家具  

・ 家具類には、 スト ッパー、 転倒防止の設置を行う。   

・ 家具の上に物を置いていないか、引出しは閉まっているか、落下してく

るものはないかを確認する。   

・ 死角をつく らないようコーナーの配置に気をつける。  

・ 家具の角にぶつかってケガをしないよう、ガードテープを貼る、または、

カバーをつけて安全対策を行う。   

・ 棚などにかけるクロスは子どもが引っ張ることが出来ないようにする。 

③   壁面  

・ 釘や鋭利な突起物が残っていないか、 落下の危険はないか確認する。  

・ 園舎内では原則として画鋲は使用しない。  

・ 子どもの手が届く 高さにあるコンセント には、コンセント カバーをつけ

る、 または家具で隠す等配慮する。  

・ カーテン、装飾などに使う布や置物などは、防炎加工してあるもの、ま

たは有毒ガスなどが発生しないものを使用する。（ １ ㎡以上の布は防炎

加工が必要）  

④   床面  

・ 水濡れ等滑って転ぶ危険がないか、汚れていないかを確認し清潔を保つ。 

・ 絨毯にごみや糸く ず等落ちていないかよく 確認する。絨毯のめく れや小

さい物、 つまずきやすい物が歩行の妨げになっていないか注意する。  

⑤   ベランダ 

・ ベランダに出るサッシの溝は、 マット などで覆い段差に気をつける。  

・ 水濡れ等滑って転ぶ危険がないか、 汚れていないかを確認する。  

・ ベランダに足がかりになるような遊具などは置かない。  
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・ スノコのささく れ、 釘、 隙間の間隔などに注意する。  

⑥   ト イレ  

・ 水はねにより床が滑らないか確認する。   

・ 個室内の安全が確認できるようにする。   

・ 手洗いの流しの周りに陶器・ ガラス物等割れる物は置かない。   

・ おむつ交換台に子どもを乗せている時は、 絶対に目を離さない。  

⑦   調乳スペース 

・ 毎日清掃を行う。 汚れた時はすぐ清掃し清潔を保つ。  

・ 調乳、 湯冷ましは所定の位置で行う。  

・ ポット の転倒、 転落に注意し、 子どもから離れて使用する。  

イ  場所による注意点（ 室内）  

①   保育室 

・ 保育室内の整理整頓をする。  

・ 子どもの手の届く ところには、 重い玩具・ 危険な物を置かない。  

・ 高いところにある重いもの、 倒れやすいものは固定する。  

・ 針箱は保育室には持ち込まない。  

・ 絨毯の端がめく れてつまずいたりしないよう固定する。  

・ 子どもの動線に配慮した環境を設定し、 死角をつく らない。  

・ ロッカーの上に子どもを乗せない。  

②   事務室 

・ 職員がいない時には子どもを自由に出入りさせない。  

・ 事務用品（ 特にカッター、ナイフ、千枚通し、 ボンド等） は戸棚または

引き出しの中に片付ける。  

③   廊下 

・ 物を置かない。（ 避難通路になっている）  

④   保健室 

・ 原則として出入り口及び薬品庫の鍵は常に閉めておく 。  

・ 薬品は子どもの手の届かない所に置く 。  

      ⑤   洗濯室 

・ 出入り口の扉は常に閉めておく 。  

・ 原則として子どもを出入りさせない。  

      ⑥   調理室 

・ 子どもの入室は禁止する。  

・ 職員が不在になる時は施錠する。  
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ウ 園庭

①   固定遊具や砂場、乗り物、植物や飼育物等の扱い方について職員間で情

報の共有化をはかっておく 。   

②   飼育物と触れ合う時は、保育士が側に付き添い、かまれる、引っかかれ

ることのないように気をつける。その後の手洗いを励行する。動物アレル

ギー反応のある子どもへは個別配慮する。   

③   常に人数把握し、特に遊び場所が変わるときや保育士がその場を離れる

ときは、 声を掛け合い危険防止の確認を行う。   

④   不審者の侵入や子どもの飛び出しに注意し、出入り口を施錠し管理する。  

⑤   毎朝、危険なものが落ちていないか、犬猫の糞など不衛生なものがない

か、点検を怠らない。常に清潔を保つよう、随時取り除く ・ 掃く ・ 洗い流

す等、 環境への配慮に努める。（ 休み明けは、 特に念入りに行う。）   

⑥   転倒時の安全と、 陽射しを避けるため、 常時帽子を着用させる。   

⑦   園庭倉庫の管理には、 十分注意する。（ 子どもは中に入らない等）   

⑧   植物（ 樹木） に突起物や害虫がいないか点検、 確認する。   

⑨   植物（ 樹木） や花は毒性のないものを選ぶ。  

⑩   倉庫や用具入れの戸は子どもが自由に開閉できないようにする。  

⑪   フェンスネット がはずれて引っかかる危険のないよう、 整備点検する。 

⑫   門扉の鍵は子どもが簡単に開けられないものにする。  
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＜参考例４ ＞

  緊急時の役割分担表の書式例 

  「 保育現場の｢深刻事故｣対応ハンドブック」 の書式例を元に作成 

緊急時の役割分担表（ 順序） の書式例 

緊急時の役割分担表（ 順序）                      

【 役割分担表の記入・ 活用のポイント 】  

＜準備段階＞

・ 左側の列（ 心肺蘇生の欄） から順番に、 そして上の欄から順番に「 今、施設・ 事業所にい

ない人」 を×で消していき、 今、施設・ 事業所にいる職員のうち一番上の欄に書かれてい

る職員がその役割を担当する。 不在の職員の動向については、 下の余白に記入する。  

○   役割分担表の記入・ 活用のポイント  

※・ の役割は、 内容を冷静に伝えることができる者とする。  

※ ※・ の役割は、 子どもが不安にならないよう、職員を落ち着かせることができ、 かつ、 保

育上の安全について特に配慮できる者とする。  

・ 施設・ 事業所の長がいない組織、 施設・ 事業所の副長がいる組織など、 施設・ 事業者の組

織はさまざまなので、 自らの組織に合わせて記入する。  

・「 心配蘇生」 は、 できる人から順に名前を記入する。  

・「 心肺蘇生」 以外は、 すべて同じ順番でもかまわない。  

・ 施設のリーダー層（ 理事長～主任、 クラス・ リーダー） は、 危機に際して率先して動く 。 

＜土曜保育、 休日保育、 遅番早番時の役割分担＞ 

・ 分担表を特別に作る必要はない。  

・ 深刻事故が発生した場合には、 左（ 心肺蘇生） から順に、 上の欄から「 いない人」 に×を

つけていき、 いる人だけで対応する。  

・ 今後、 施設・ 事業所に来る職員がいる場合は、 下の余白に記入する。  

＜施設・ 事業所外保育（ お散歩、 遠足、 宿泊活動など） の場合＞ 

・ 施設・ 事業所外保育の場合も土曜保育等と同様に対応する。  

・ 出発前に、 施設・ 事業所外にいる職員と施設・ 事業所に残っている職員の両方において、

「 動向把握と連絡の担当」 を決めること。

心肺蘇生  施設・ 事業所内外

にいる全職員、 管

理者の動向把握と

連絡( ＝事故後の

現場責任者) 

直後の外部連絡

(当該子どもの保

護者、地方自治体

の担当者など) 

保護者や近隣

への説明(求め

られたとき) 

※  

残った職員による

継続保育を監督 

※ ※  

事実の記録

を促す 
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＜参考例５ ＞

  119番通報のポイント と伝えるべきことの書式例 

  「 保育現場の｢深刻事故｣対応ハンドブック」 の書式例を元に作成 

119番通報のポイント と伝えるべきことの例 

119番通報のポイント と伝えるべきこと

１ ．「 救急です」

119番につながったら、 まずはっきり

「 救急です」 と言います（ ＝火事ではない）。  

２ ． 場所（ 住所） を告げる

施設・ 事業所の敷地内で起きた場合は、施設・ 事業所の住所を言います。施設・ 事業所

は住宅地の中のわかりにく い場所にあることも多いので、救急車が来るときに目印となる

公園や交差点名なども告げましょう（ 住所、 目印は電話の横に書き出しておきます）。  

散歩や施設・ 事業所外の活動のときも、公園や施設の名前や住所、通過する大きな交差

点や目立つ建物などの名前を言えるよう地図を作って携帯します。  

３ ． 事故の状況を説明する

「 誰が」「 どうしたのか」 を正確にわかりやすく 伝えます。 たとえば、「 〇時〇分ごろ、

×歳児が１人、高さ 1. 5メート ルの滑り台から落ちました。動きません。泣いてもいませ

ん。どこを打ったかはわかりません」「 〇時〇分ごろ、×歳児が給食中に〇〇を（ 何かを）

喉に詰まらせました。 唇が青く なってきました」。  

基本は、「 いつ、どこで、誰が、何を（ 何から、何に）、どうした」 と「 今、～な状態で

ある」 です。こうした情報は救急を要請するときだけでなく 、ヒヤリハット や事故の情報

を共有するときにも重要です。  

４ ． 通報者の氏名と連絡先を告げる

「 私の名前は、〇〇です。電話番号は～」 と告げます。施設・ 事業所外におり、携帯電

話から通報している場合には、 携帯電話であることも告げます。  

５ ． 通報後は、 しばらく 電源を切らない

通報を処理するセンターから確認の電話がく る場合もあるので、通報後しばらく は電源

を切らないこと。  

６ ． 救急車を迎える

道路などに出て、救急車に合図をしましょう。すでに暗く なっていたら懐中電灯を持っ

て出て、 救急車に合図をしましょう。

※ 「 正しい119番通報の方法」（ 総務省消防庁防災情報室） の内容を保育施設向けに改変しました。  

http: //www. fdma. go. j p/ugoki /h1610/19. pdf 

住所：  

目印：  
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＜参考例６ ＞

  保護者や地域住民等、 関係機関との連携

「 家庭的保育の安全ガイドライン（ NPO法人家庭的保育全国連絡協議会作成）」 P5

４   地域との関わりの重要性

・ 家庭的保育は１ 人または保育補助者などと少人数の保育者により保育が行われ

ています。保育補助者とともに保育をしている場合も、1 人で保育する時間帯

もあります。家族や地域の人など保育者以外の力を借り、子どもの安全を守る

必要が生じることがあります。そのため、常日頃から地域とのコミ ュニケーシ

ョ ンを積極的にとるようにし、いざという時の協力・ 援助を依頼しておきまし

ょう。  

・ まずは家庭的保育という保育を行っていることを地域の方に知っておいていた

だく ことが必要です。特に、保育室開設時の挨拶や日々 の挨拶を欠かさないよ

うにしましょう。  

・ いざという時に、いち早く 駆けつけてもらえるのは地域の人です。日中どこの

家に人がいるか、どこの家なら助けが求められるかということも把握しておく

とよいでしょう。  

・ 地域の人とのコミ ュニケーショ ンは、いざという時に助けてもらえるだけでな

く 、 日常的に様 な々情報が得られ、 防犯・ 防災に備えることにつながります。 

・ 地域の関係機関はもとより、警察、交番、自治会長、民生委員などともコミ ュ

ニケーショ ンを図り、特に災害時など気にかけてもらえるようにしておきまし

ょう。  

・ 子どもを連れて散歩や公園へ出かける時に、子どもと共に近所の方々 に挨拶を

し、顔を覚えてもらう、公園で地域の子ども達と遊ぶ時には保護者たちとも仲

良く 付き合う、町内会の避難訓練の行事にも参加する、などにより、家庭的保

育者が媒介となって、 子どもが育つ地域作りをしていきます。  

・ 地域の人々 に見守られる家庭的保育は保護者の安心にもつながるでしょう。  
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＜参考例７ ＞

安全教育 

「 安全保育（ 三鷹市作成）」 Ｐ５～６

イ  安全保育 

①   子ども 

子どもが小さいうちは、子どもの特性の理解と周囲の環境整備により大部分

の事故は防止可能である。しかし、子どもの成長に伴って、子ども自身が安全

や危険を認識し対応することが必要である。そのために、健康教育や交通安全

指導などの機会を利用して、 子どもたちに安全教育を行う。  

・ 園内の危険な場所を教えておく 。また、子どもが遊ぶ際は、配慮しなければ

ならないことなども指導する。（ 急に保育室内から飛び出さない、 廊下では

走らないなど）  

・ 保育園内の遊具や、 園庭・ プールなどでの遊び方を指導する。  

・ ヒヤリ・ ハット 事例や事故が発生したときは、予防策について、子どもたち

に指導する。（ 鼻にものをつめない、 頭は大事など）  

・ 散歩や遠足など戸外活動を行うときは、道路の歩き方、渡り方、公園など現

地での遊び方を指導する。  

②   職員 

    保育園での事故防止にあたっては、 事故を防ぐための方策について学習し 

知識を得ること、および現場に潜む危険を鋭く 予測するための危険予知力を高

め、 瞬時に介する問題解決能力を身につけることが必要である。  

安全保育などのマニュアルや「 医療機関を受診した負傷事故」 (保健部会統

計)等を活用し、 子どもの発育・ 発達と事故の関係、 事故の生じやすい場所等

を、職員会議や年度末などに機会を設けて職員間で共有することで、事故への

認識、危険に対する予知能力の向上を図る。具体的には園庭遊び、遊具の使い

方、異年齢合同保育の留意点について確認し、プールの安全管理など、季節に

応じた安全面の配慮を職員会議などで共有する。  

・ 資料１「 年齢ごとの事故防止チェックリスト 」 を活用する。  

・ 過去の事例を事故直後や年度末などに振り返り、 再発防止策を学ぶ。  

・ 交通安全指導や消防署・ 警察署による避難訓練・ 防犯訓練などを実施する。 

・ 救命研修などを活用し、 応急処置の仕方を身に付ける。  

・ 園内研修などを活用し、 学習する。  



- 38 - 

③   保護者

子どもへの安全教育や職員の配慮により、ある程度事故を減らすことは可能

であるが、それだけでは十分ではない。一日のうちの長い時間を過ごす保育園

では、子どもの心身の状態が日々 の活動に与える影響も大きいことから、保護

者と連携して子どもの毎日の生活リズムを整え、規則正しい生活を送ることに

より、情緒や体調を整えておく ことが必要である。また、家庭における保護者

の行動や教育により、子どもが安全な生活習慣を身につけることが不可欠であ

る。やけどの防止や衣類・ 靴の選び方、ヘルメット ・ チャイルドシート の推進

など、子どもの事故防止策について、園だより、保護者会などを活用し保護者

に周知する。  
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＜参考例８ －１＞ 

  施設内設備のチェックリスト  

「 上尾市立保育所危機対応要領  資料編（ 上尾市作成）」 Ｐ12～13 

○ 施設内設備（ 環境上の点検事項）

正

門

きちんと開閉する。  

スト ッパーがついている。  

鍵がきちんとかかる。  

子どもが一人で開けられないようになっている。  

外部から不審者が入れないように工夫してある。  

出

入

口

きちんと開閉する。  

障害物がない。  

指詰め防止の器具がついている。  

鍵がきちんとかかる。  

延長保育時の保護者の出入りの工夫をするなど、 不審者対策を行っている。  

保

育

室

保育室・ 職員室が整理整頓されている。  

ロッカー・ 棚及び上においてあるものが固定されている・ 角が危なく ない。  

く ぎが出ていたり、 壁・ 床等破損しているところがない。  

画鋲でとめてある所にセロハンテープがついている。  

子どもが触れる位置にある電気プラグは防止策をしている。  

プ
ー
ル
サ
イ
ド

柵・ 床が破損したり滑ったりしない。  

水をためたり、 排水がスムーズに流れる。  

プール内外がきちんと清掃されている。  

プール内外に危険なもの不要なものが置かれていない。  

階

段

破損部分がない。  

すべり止めがついている。  

手すりがきちんとついている。  

妨げになるものが置いていない。  

死角になるところがない。  

２ 階の柵がきちんと設置されている。  

園

庭

危険なものが落ちていない（ 煙草の吸殻・ 犬猫のふん他）。  

木の剪定がされている。  

砂場が清潔に保たれている。  

柵・ 外壁・ 固定遊具などの破損がない。  

死角になるところがない。  

雨上がりの始末はきちんとされている。  

所長 
リスクマネ

ージャー 
担当 
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テ

ラ

ス

床・ 壁・ 柵等の破損部分がない。  

水たまりができないように清掃されている。  

滑らないように工夫されている。  

避難は確保されているか。  

柵の扉の鍵がきちんとかかる。  

外部からの不審者が入れないように工夫してある。  

転んでも頭が切らないように角がとれている。  
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○ 施設内設備（ 指導上の配慮事項）  

正

門

園児が門を開閉して遊ばないよう注意している。  

門の安全を確認して開閉している。  

お迎えの人が通常と違う時は連絡をもらっている。  

来園者の出入りを確認し、 知らない人が入って来たら声をかけている。  

出
入
口

園児に開閉で遊ばないように注意している。  

門の安全を確認して開閉している。  

来園者の出入りを確認している。  

保護者に延長時の対応を知らせている。  

保
育
室
・

プ
ー
ル

ロッカー・ 棚の上に乗らないように伝えている。  

室内で走らないよう知らせている。  

プール内でのマナーを知らせている。  

階
段

昇り方降り方を知らせている。  

階段で遊ばない、 勝手に登らないなど約束している。  

園

庭

来園者の出入りを確認している。  

園庭遊びの約束事を決め知らせている。  

倉庫の中では遊ばないようにしている。  

知らない人に声を掛けられてもついて行かないよう注意している。  

園児がどこで遊んでいるか把握し、 見えにく いところや危険が予測されると

ころは保育者がついている。  

テ
ラ
ス

危険な遊びをしないよう知らせている。  

（ ２階から玩具を落とす、 柵に上がるなど）  

テラス、 ベランダでは走らないようにしている。  

所長 
リスクマネ

ージャー 
担当 
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＜参考例８ －２＞

遊具のチェックリスト

「 上尾市立保育所危機対応要領  資料編（ 上尾市作成）」 Ｐ14～15

○ 固定遊具（ 環境上の点検事項）  

すべり台 さびや金属劣化で手すり等がグラグラしていない。  

鉄棒 
さびや金属劣化等で本体部分にぐらつきがない。  

基礎部分にぐらつきがない。  

のぼり棒 

さびや金属劣化で本体部分に傷んでいる箇所はない。  

上り棒が本体部分からはずれやすく なっていない。  

下が固い場合、 クッショ ンになる物を設置している。  

ジャング

ルジム 
さびや金属劣化で本体部分に傷んでいる箇所はない。  

うんてい  さびや金属劣化で本体部分に傷んでいる箇所はない。  

砂場 

犬や猫の糞対策等衛生面の具体的配慮がある。  

砂場に石・ ガラス片・ 釘等先の尖った物などが混ざっていないように 

チェックしている。  

所長 
リスクマネ

ージャー 
担当 
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○ 固定遊具（ 指導上の注意事項）

滑
り
台

順序よく 滑るよう指導している。  

最上部で子ども達がふざけ合っていない。  

他児を押している子どもがいない。  

頭から滑り降りている子どもがいない。  

鉄
棒

鉄棒の正しい握り方の指導をしている。  

鉄棒をしている子の前後に他の子がいない。  

鉄棒に縄跳び等を縛り付けて遊んでいない。  

上手にできない子に正しく 指導している。  

ブ
ラ
ン
コ

遊んでいるブランコの前後に他の子はいない。  

周りに他児がいないことを確認して遊ぶように指導している。  

必要以上にブランコの勢いをつけてこいでいない。  

ブランコから手を離して飛び出したりしていない。  

ひとつのブランコに沢山の子ども達が乗って遊んでいない。  

の
ぼ
り
棒

最上部で立ち上がっている子どもはいない。  

上り棒や本体部分をわざと揺らしてる子はいない。  

下に他児がいないことを確認して降りるよう子どもに指導している。  

上り棒から樹木をつかんだり乗り移ったりしていない。  

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

上でふざけて合っている子どもはいない。  

下に三輪車等の遊具を置かないよう注意している。  

上から物を投げないように指導している。  

う
ん
て
い

下に他児がいないことを確認して遊ぶよう指導している。  

うんていの上で立ち上がったり歩いたりしている子はいない。  

砂

場

他児に砂を投げたりしていないか。 砂が目に入ると危険であるということを

子どもに指導している。  

スコップ等砂場遊具の安全な使用方法を指導している。  

砂を口に入れないよう、 注意している。  

砂の付いた手で目等こすらないように指導している。  

そ
の
他

上記の遊具で遊んでいる時は、 目を離さずに側に行き見守っている。  

公園にある遊具についても、 安全点検し遊ばせている。  

全体を見わたせる位置に保育士がいて子供を把握している。（ 全体把握）  

所長 
リスクマネ

ージャー 
担当 
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＜参考例８ －３＞

  年齢別のチェックリスト  

「 上尾市立保育所危機対応要領  資料編（ 上尾市作成）」 Ｐ16～25 

○ チェックリスト （ ０歳児）  

１ 子どもの周囲に鋭い家具、 玩具、 箱などがないかを必ず確認し、 危険な物はすぐ

に片付けている      

２ ベビーベッドの棚とマット レス、敷き布団の間に隙間のないことを確認している。

３ ドアのちょうつがいに、 子どもの指が入らないように注意している。  

４ 子どもの周りに、 角やふちの鋭いものはないようにしている。  

５ 床に損傷、 凹凸がないか確認している。  

６ 口の中に入ってしまう小さなおもちゃを手の届く ところに置かない。  

７ ビニール袋、 紙、 紐、 ゴム風船は、 子どもの手の届かない所にしまってある。  

８ 園庭の玩具に損傷や不具合がないか確認し、 危険な物は片付けている。  

９ 子どもが入っている時は、ベビーベッドの棚を必ず上げる。棚には物を置かない。

10 寝ている子どもの上に、 物が落ちてこないよう安全を確認している。  

11 敷居や段差のあるところを歩く ときは、 つまずかないようにする。  

12 子どもが、 暖房器具のそばに行かないように気をつけている。  

13 沐浴やシャワー中の子どものそばから離れないようにしている。 事前に温度確認

をしている。  

14 ミ ルクを飲ませた後は、 ゲップをさせてから寝かせる。  

15 よだれかけを外してから、 子どもを寝かせている。  

16 子どもを寝かせるときには仰向けに寝かせ、 常にそばについて子どもの状態を観

察している。  

17 換気および室温などに注意し測定している。  

18 子どもの足にあっている靴か、 身体にあったサイズの衣類か、 ボタン、 装飾品な

ど口に入りやすいものがあるかどうか確認している。  

19 オムツの取替えなどで、 子どもを寝かせたままにしてそばを離れることはない。

20 子どもを抱いているとき、 自分の足元に注意している。  

21 子どもを抱いているとき、 あわてて階段を下りることはない。  

22 いすに座っていて急に立ち上がったり、 倒れることがないように注意している。

23 つかまり立ちをしたり、 つたい歩きをし始め不安定なとき、 そばについて注意を

している。  

24 口に物をく わえて歩かないようにしている。  

25 子どもは保育士を後追いをすることがあるので、 保育者の近く に子どもがいない

か注意している。  

26 バケツや子供用プールに、 水をためて放置することはない。  

所長 
リスクマネ

ージャー 
担当 
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27 遊びの中で、 転倒することがあるので、 周囲の玩具などに注意している。  

28 砂を口に入れたり、 誤って砂が目に入ってしまうことがないよう気をつける。  

29 午睡時チエックを１５ 分ごとに行っている。  

30 連絡ノート で家庭での健康上の様子を知り、 視診をしっかりして、 健康チエック

をしている。  

31 感染防止のため手洗いを充分に行っている 

32 食事時誤飲のないようゆっく り対応している。  

33 人数確認のチエック 

34 園で使用するベビー用品は、 子どもの年齢や使用目的にあったものを選び、 取り

扱い説明書をよく 読んでいる。  

35 子どもが直接触れて火傷をする様な暖房器具は使用しない。 暖房器具のそばに行

かないように気をつける。  

36 敷き布団は、 固めのものを使用している。  

37 室内を清潔に保ち衛生面に気をつける。  
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○ チェックリスト （ １歳児）

１ 子どもの遊んでいる位置や人数を確認している。  

２ 固定遊具を使用する時は、 そばについている。  

３ おもちゃを持ったり、 カバン等を身体にかけたまま、 固定遊具で遊ばせることは

ない。  

４ 子どもが敷居や段差のあるところを歩く 時には、 つまずかないように注意してい

る。  

５ 教室からベランダや玄関等の段差のあるところに、 子どもが一人で行く ことはな

い。  

６ 子どもが大きなものを持って移動する時は、 付き添う。  

７ 子どもの腕を強く 引っ張らないように注意している。  

８ 肘内障を起こしやすい子ども、 アレルギーや家庭事情など配慮を要する子どもを

全職員が把握している。  

９ 椅子に立ち上がったり、 椅子をおもちゃにして遊ばないよう注意している。  

10 午睡中はある程度の明るさを確保し、 子どもの眠っている様子や表情の変化に注

意している。  

11 ドアを開閉する時、 子どもの手や足の位置を確認している。  

12 子どもが引き出しやドアを開け閉めして遊ばないよう注意している。  

13 室内は整理整頓を行い、 使用したものはすぐに収納場所にかたづけている。  

14 ハサミ やカッターなどの刃物は、 使用したら必ずかたづけている。  

15 コンセント などにさわらないように注意している。  

16 口の中に入ってしまう小さなおもちゃを手の届く ところに置いていない。  

17 ネジや玩具の破片など誤飲の原因となるものが落ちていないか確認している。  

18 食べ物の硬さや大きさ、 量などを考えて食べさせている。  

19 ビニール袋などは、 子どもの手の届かない所にしまっている。  

20 紐などを首にかけないよう注意している。  

21 子どもが鼻や耳に小物を入れて遊ばないように注意している。  

22 遊具などをく わえて走り回ることがないようにしている。  

23 床が濡れたらすぐに拭き取るようにしている。  

24 ト イレのレバーを操作する時は、 手助けをしている。  

25 落ち着いて便器に座るように補助している。  

26 子どもの足にあった靴か、 身体にあったサイズの衣類かを確認している。 また、

靴を正しく 履いているか確認している。  

27 公園は年齢にあった公園を選び、 遊ばせる際には安全に十分気をつけている。  

28 砂を口に入れたり、 誤って砂が目に入ってしまうことがないように、 気をつけて

いる。  

29 避難散歩車を使用する時は、 きちんとつかまって立ち、 手や身体を乗り出さない
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よう注意している。  

30 ウサギなどの小動物と遊ぶ時は、 そばについて怪我をしないように気をつけてい

る。  

31 散歩の時は人数確認している。（ 出発前・ 散歩先・ 到着後）  

32 道路では、 子どもが飛び出さないよう十分注意している。  

33 散歩中、 動物・ 危険物（ 自動車、 バイク、 自転車、 看板等） に触らないよう気を

つけている。  

34 バケツや子ども用プールの中に、 水をためて放置することはない。  

35 水遊びをする時は、 必ず保育者が付き添い、 ケガや事故のないよう十分注意して

いる。  

36 毎朝視診を行う（ 連絡ノート などにより、 職員が体調を把握する）。  

37 水分補給は努めて行っている。  

38 高いところに重いものを置かない（ 落下防止）。  

39 常に保護者との連絡手段を確保している。  

40 室内外で角や鋭い部分にはガードがしてある。  

41 ロッカーや棚は倒れないよう転倒防止策を講じている。  

42 画鋲などの危険物が落ちていないか点検している。  

43 床は滑りやすく なっていないか注意している。  

44 室内遊具に破損はないか点検している。  

45 室内の換気・ 温度・ 湿度は適切か気をつけている。  

46 本の破損がないか点検している。  

47 十分な保育空間が確保されているか気をつけている。  

48 窓ガラスにひび割れがないか点検している。  

49 出入り口の戸の開閉がスムーズに出来るか、 外れやすく なっていないか点検して

いる。  

50 雨の後など、 テラスや園庭の固定遊具が濡れて滑りやすく なっていないか確認し

ている。  
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○ チェックリスト （ ２歳児）  

１ 子どもの遊んでいる位置を確認している。  

２ 遊具の安全を確認している。  

３ 固定遊具を使用するときは、 そばについている。  

４ おもちゃを持ったり、 カバンをかけたまま、 固定遊具で遊ぶことがないように注

意している。  

５ すべり台の正しい遊び方を指導し、 上でふざけたり、 危険な遊びをさせないよう

にしている。  

６ 砂場では砂の汚染や量、 周りの枠について注意・ 点検している。  

７ 砂が目に入らないよう、 また人にかからないよう砂の扱い方について知らせてい

る。  

８ 固定遊具の近く で遊ぶ際、 勢いあまって衝突することがないよう注意している。

９ 子どもが敷居や段差のあるところを歩く ときや、 外遊びをするときは、 つまづか

ないように注意している。  

10 子どもが大きなものを持つときは、段差がないか床や地面の状態に注意している。

11 階段や玄関などの段差のあるところに、 子どもがひとりで行かないように注意し

ている。  

12 階段を上り下りするときは、 子どもの下側を歩く か、 手をつないでいる。  

13 室内では衝突を起こしやすいので走らないようにし、 人数や遊ばせ方を考えてい

る。  

14 おもちゃの取り合いなどの機会をとらえて、 安全な遊び方を指導している。  

15 午睡中は、 ある程度の明るさを確保し、 子どもの眠っているようすや表情の変化

に注意している。  

16 午睡後、 十分に覚醒しているか、 個々 の状態を十分に把握している。  

17 子どもの腕を強く 引っぱらないよう注意している。  

18 肘内障を起こしやすい子ども、 アレルギーや家庭事情など配慮を要する子どもを

全職員が把握している。  

19 手に怪我をしていたり、手がふさがっているときは、特にバランスが取りにく く 、

転びやすいので注意している。  

20 室内・ 室外で角や鋭い部分にはガードがしてある。  

21 保育者が見守っているときを除き、 いすに立ち上がったり、 いすをおもちゃにし

て遊ぶことはない。  

22 ロッカーや棚は倒れないよう転倒防止策を講じている。  

23 ドアを開閉するとき、 子どもの手や足の位置を確認し、 必要によりスト ッパーを

使用している。  

24 子どもが引き出しやドアを開け閉めして、 遊んでいることがないように注意して

いる。  
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25 室内は整理整頓を行い、 使用したものはすぐに収納場所にかたづけている。  

26 ハサミ やカッターなどの刃物は、 使用したら必ずかたづけている。  

27 遊具などをく わえて走り回ることがないようにしている。  

28 口の中に入ってしまう小さなおもちゃを手の届く ところに置いていない。  

29 食べもののかたさや、 大きさ、 量などを考えて食べさせている。 また、 魚には骨

があることも伝え、 注意している。  

30 ビニール袋などは、 子どもの手の届かない所にしまってある。  

31 子どもが鼻や耳に小物を入れて遊んでいないか注意している。  

32 先の尖ったものを持たせないようにしている。  

33 子どもが直接ふれてやけどをするような暖房器具は使用していない。 また、 子ど

もが暖房器具のそばに行かないよう気をつけている。  

34 床が濡れたらすぐに拭きとるようにしている。  

35 ト イレには必ず保育者が付き添っている。  

36 バケツや子ども用プールなどに、 水をためて放置することはない。  

37 水遊びをするときは、 必ず保育者が付き添っている。  

38 ウサギなどの小動物と遊ぶときは、 そばについて注意している。  

39 火は熱いことを教え、 気をつけるように指導している。  

40 子どもの足にあった靴か、 体にあったサイズの衣類かを確認している。 また、 靴

を正しく 履いているか確認している。  

41 散歩のときは人数確認している。  

42 道路では飛び出しに注意し、 指導している。  

43 散歩のときは、 動物、 危険物(自動車、 バイク、 自転車、 看板等)に触らないよう

気をつけている。  

44 手をつないで走ると転びやすいこと、 転んだときに手がつきにく いことを保育者

は理解し、 指導している。  

45 散歩のとき、 園が近づく と早く 帰園しようとして、 走ったり早足になると危険で

あることを、 保育者が理解している。  

46 公園は年齢にあった公園を選び、 遊ばせる際には安全に十分気をつけている。  

47 年齢にあった固定遊具であるか、 雨などで滑りやすく なっていないかなど点検し

て遊ばせている。  

48 ジュースの空き缶やタバコなどの危険な物があるときには、 口にしないように指

導し、 危険な物に気がついたらかたづけるようにしている。  

49 犬や動物はかんだり、鶏はつつく ことがあることを子どもに教え、注意している。

50 子ども一人一人の個性や発達を把握し、 子どもの行動を読み取るよう気をつけて

いる。  



- 50 - 

○ チェックリスト （ ３歳児）

１ 子どもの遊んでいる遊具やまわりの安全を確認している。  

２ 固定遊具の遊び方の決まりを守らせるようにしている。  

３ おもちゃを持ったり、 カバンをかけたまま、 固定遊具で遊ぶことがないように注

意している。  

４ 砂場は、 砂の汚染や量、 周りの枠について注意点検している。  

５ 園庭の状況にあった遊び方を選び、 保育者は子どもの行動を常に確認できる状況

である。  

６ 室内では衝突を起こしやすいので走らないようにし、 人数や遊ばせ方を考えてい

る。  

７ おもちゃの取り合いなどの機会をとらえて、 安全な遊び方を指導している。  

８ 午睡中はある程度の明るさを確保し、 子どもの眠っているようすや表情の変化に

注意している。  

９ 午睡後、 十分に覚醒しているか、 個々 の状態を十分に把握している。  

10 子どもの腕を強く 引っぱらないように注意している。  

11 既往症のある子どもや家庭事情など配慮を要する子どもを全職員が把握してい

る。  

12 室内・ 室外で角や鋭い部分にはガードがしてある。  

13 保育者が見守っているときを除き、 いすに立ち上がったり、 いすをおもちゃにし

て遊ぶことはない。  

14 ロッカーや棚は倒れないよう転倒防止策を講じている。  

15 室内は整理整頓を行い、 使用したものはすぐに収納場所にかたづけている。  

16 ハサミ やカッターなどの刃物は、 使用したら必ずかたづけている。  

17 おはしなどを持って歩き回ることがないように注意している。  

18 食べもののかたさや、 大きさ、 量などを考えて食べさせている。  

19 先の尖がったものを持ち歩いたり、 振り回したりしないように指導している。  

20 子どもが直接ふれてやけどをするような暖房器具は使用していない。 また、 子ど

もが暖房器具のそばに行かないよう気をつけている。  

21 床が濡れていたらすぐに拭き取るようにしている。  

22 子ども同士のト ラブルにも注意深く 見守っている。  

23 おもちゃを投げたり、 ふりまわしたりしないよう指導している。  
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○ チェックリスト （ ４歳児）

１ 子どもの遊んでいる遊具や周りの子どもの安全を確認している。  

２ 滑り台や登り棒、 ジャングルジムなど固定遊具の遊び方の決まりを守らせるよう

にしている。  

３ おもちゃを持ったり、 滑り台の上でふざけたり危険な遊びをさせないようにして

いる。  

４ 登り棒の登り方、 降り方を指導し、 下には遊具のないように気をつけ、 必ず付き

添うようにしている。  

５ 砂場では砂の汚染や量、 周りの枠について注意点検している。  

６ 固定遊具の近く で遊ぶ時は勢いあまって衝突することがないよう注意している。

７ 鉄棒で遊ぶ時は下に遊具などが無いように気をつけ、 必ず付き添うようにしてい

る。  

８ 園庭の状況にあった遊び方を選び、 保育士は子どもの行動を常に確認できる状況

である。  

９ 子どもの足にあった靴や体にあったサイズの衣類かを確認している。 また、 靴を

正しく 履いているか確認している。  

10 フェンスや門など危険な高い場所に上らないように指導している。  

11 おもちゃの取り合いなどの機会をとらえて、 安全な遊び方を指導している。  

12 午睡後、 十分に覚醒しているか、 個々 の状態を十分に把握している。  

13 子どもの腕を強く 引っ張らないようにしている。  

14 肘内障を起こしやすい子どもや、 家庭事情など配慮を要する子どもを全職員が把

握している。  

15 テーブルやイスに立ち上がったり、 逆さにしたり、 揺らして遊ぶことがないよう

に指導している。  

16 ロッカーや棚は倒れないように転倒防止策を講じている。  

17 室内は整理整頓を行い、 使用したものはすぐに収納場所に片付けている。  

18 ハサミ など正しい使い方をさせ、 使用したら必ず片付けている。  

19 お箸などを持って歩き回ることがないよう注意している。  

20 給食の魚を食べる時は、 骨に注意し、 食べ方を指導している。  

21 子どもが鼻や耳にどんぐりや小物を入れて遊んでいないかを注意している。  

22 先の尖ったものを持っているときは、 人に向けたり、 振り回したりしないように

指導している。  

23 子どもが暖房器具のそばに行かないように気をつけている。  

24 床が濡れていたら、 すぐに拭き取るように気をつけている。  

25 ト イレや手洗い場、 室内、 廊下、 テラスでは走らせない。  

26 ト イレ用の洗剤や、 消毒液は子どもの手の届かない所に置いている。  

27 水遊びをする時は、 必ず保育士が付き添っている。  
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28 散歩の時、 園庭においても人数を確認している。  

29 道路では飛び出しに注意をしている。また交通ルールなどの安全指導をしている。

30 歩道に危険なものがないか注意している。  

31 散歩の時は、 動物、 危険物(自動車・ バイク・ 自転車・ 看板等)に触らないように

気をつけている。  

32 信号を渡る時は、 列を短く し、 安全に迅速に渡るようにしている。  

33 手をつないで走ったり、 階段の上り下りをしたりすると、 転倒時に手がつきにく

いことを話し指導している。  

34 散歩時に、枝・ 棒切れ・ BB弾などを拾ったり、保育所に持ち込まないように指導

している。  

35 前を見て歩かせ、 列全体のスピードを考え誘導している。  

36 公園は年齢にあった公園を選び、 遊ばせる際には十分に気をつけている。  

37 年齢にあった固定遊具であるか、 雨などで滑りやすく なっていないかなど点検し

て遊ばせている。  

38 石や砂を投げてはいけないことを指導している。  

39 犬や動物はかんだり、鶏はつつく ことがあることを子どもに教え、注意している。

40 蜂の巣がないか点検している。  

41 蜂の嫌がることをすると刺されることを教えている。  

42 カエルを触った手で目をこすらないように注意している。  
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○ チェックリスト （ ５歳児）

１ 子どもの遊んでいる遊具や周りの安全を確認している。  

２ 滑り台やブランコなど、 固定遊具の遊び方の決まりを守らせるようにしている。

３ 滑り台の上でふざけたり、 危険な遊びをさせないようにしている。  

４ 園庭の状況にあった遊び方を選び、 保育者は子どもの行動を常に確認できる状況

である。  

５ 子どもの足にあった靴か、 体にあったサイズの衣類かを確認している。 また、 靴

を正しく 履いているか確認している。  

６ 縄跳びの安全な遊び方やロープの正しい使い方を指導している。  

７ フェンス、 門など、 危険な高い所には登らないように指導している。  

８ ロッカーや棚は倒れないよう転倒防止策を講じている。 また、 ロッカーの上など

落下物がないかチェックしている。  

９ 室内は、 整理整頓を行い、 使用したものはすぐに収納場所へ片付けている。  

10 ハサミ などの器具は正しい使い方をさせ、 安全な所に片付けている。  

11 調理活動中に、 包丁・ ピーラーを使用するときは、 常に付き添い指導を行うよう

にし ている。  

12 先の尖ったものを持つときは、 人に向けたり、 振り回したりしないように指導し

ている。  

13 床が濡れていたらすぐに拭き取るようにしている。  

14 散歩のときは、 人数確認をしている。  

15 道路では、 飛び出しに注意をしている。 また、 交通ルールなどの安全指導をして

いる。  

16 手をつないで走ったり、 階段の上り下りをしたりすると、 転倒時に手がつきにく

いことを話し指導している。  

17 前を見て歩かせ、 列全体のスピードを考え誘導している。  

18 坂道は、 勢いがつく ことを保育者は理解し、 指導している。  

19 公園は年齢にあった公園を選び、 遊ばせる際には安全に十分気をつけている。  

20 石や砂を投げてはいけないことを指導している。  

21 犬や動物はかんだり、鶏はつつく ことがあることを子どもに教え、注意している。

22 蜂の嫌がることをすると刺されることを教えている。  

23 小動物(カエル・ カナヘビなどを含む)を触った後は、 手洗いをさせる。  

24 遊びでの危険を知らせ、 自分でも判断できるよう指導している。  

25 散歩から帰った後のうがい、 手洗い、 水分補給を指導している。  

26 滑り台や鉄棒、 登り棒は付近で指導し、 保育士がいない時はやらないよう指導し

ている。  
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（ 参考資料の一覧）  

１ 「 特定教育・ 保育施設等における事故の報告等について」（ 平成 27 年２ 月 16
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s-j i kohoukoku-t. pdf）  

２   「 水泳等の事故防止について」（ 平成27年５ 月１日付け27文科ス第119号）  

３  「 認定こども園においてプール活動・ 水遊びを行う場合の事故の防止について」

（ 平成27年６月８ 日付け府子本第157号）  

  （ http: //www. caa. go. j p/csi c/acti on/pdf/150608_noti ce_cao. pdf）  

４   「 児童福祉施設等においてプール活動・ 水遊びを行う場合の事故の防止につい

て」（ 平成26年６ 月20日付け雇児総発0620第１ 号）  

５   「 保育所及び認可外保育施設における事故防止の徹底等について」（ 平成25年

１ 月18日付け事務連絡）  

６   「 保育所保育指針」（ 平成20 年３月28 日厚生労働省告示第141 号） 及び平成

20年３月「 保育所保育指針解説書」（ 第５章  健康及び安全）  

  ・ 保育指針 

  （ http: //www. mhl w. go. j p/bunya/kodomo/hoi ku04/pdf/hoi ku04a. pdf）  

・ 解説書 

  （ http: //www. mhl w. go. j p/bunya/kodomo/hoi ku04/pdf/hoi ku04b. pdf）  

７   「 保育所における感染症対策ガイドライン」（ 平成24年11月厚生労働省）  

  （ http: //www. mhl w. go. j p/bunya/kodomo/pdf/hoi ku02. pdf）  

８   「 保育所における食事の提供ガイドライン」（ 平成24年３ 月厚生労働省）  

  （ http: //www. mhl w. go. j p/bunya/kodomo/pdf/shokuj i gui de. pdf）  

９   「 保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」（ 平成23年３ 月厚生労働省） 

   （ http: //www. mhl w. go. j p/bunya/kodomo/pdf/hoi ku03. pdf）  
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（ 参考文献、 地方自治体等の取組み例の一覧）  

・ 子どもの自殺が起きたときの緊急対応の手引き（ 平成22年３月  文部科学省）  

（ http: //www. mext. go. j p/b_menu/houdou/22/04/_ _ i csFi l es/af i el df i l e/2010/11/16/ 

1292763_02. pdf）  

・ 子どもの自殺が起きたときの背景調査の指針（ 改訂版）（ 平成26年７ 月  児童生徒の自殺予

防に関する調査研究協力者会議）  

（ http: //www. mext. go. j p/component/b_menu/shi ngi /toushi n/_ _ i csFi l es/af i el df i l e/ 

2014/09/10/1351863_02. pdf）  

・ 保育所事故対応指針（ 平成25年６ 月  愛知県）  

  （ http: //www. pref . ai chi . j p/soshi ki /kosodate/0000062804. html ）  

・ 上尾市立保育所危機対応要領（ 平成19年３月  上尾市健康福祉部子ども家庭課）  

  （ https: //www. ci ty. ageo. l g. j p/upl oaded/attachment/751. pdf）  

・ 上尾市立保育所危機対応要領  資料編（ 平成19年３ 月  上尾市健康福祉部子ども家庭課）  

  （ https: //www. ci ty. ageo. l g. j p/upl oaded/attachment/753. pdf）  

・ 安全保育（ 平成25年３月  三鷹市立保育園保健部会）  

・ 家庭的保育の安全ガイドライン（ 平成24年３月  NPO法人家庭的保育全国連絡協議会）  

  （ http: //www. fami l yhoi ku. org/publ i sh/pdf/gui dl i ne01. pdf）  

・ 保育園における事故防止と安全管理（ 平成23年８月  田中哲郎著）  

・ 保育現場の「 深刻事故」対応ハンドブック（ 平成26年６月  山中龍宏、寺町東子、栗並えみ、

掛札逸美共著）  


